
枝幸町自治功労者・功績者表彰式がおこなわれました。善行功績者として、ＪＡ宗谷南が表彰されました。

組合員の関係では、長年にわたり農業委員会委員を就任されております松下正則氏が自治功労者、北海道ホルスタイ

ンナショナルショウにおいて、第４部で１等１席を獲得した小椋義則氏が特別功績者で表彰されました。

また、消防団の発展に貢献された米内潤二氏も自治功績者で表彰されました。

１１月３日に行われた、枝幸町自治功労者・功績

者表彰式で、受賞される当農協の寺前参事



11

月
6

日
～
9

日
、
Ｊ
Ａ
宗

谷
南
役
職
員
15

名
が
視
察
研

修
で
、
農
林
水
産
省
を
訪
れ
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

6

日
は
移
動
日
で
、
7

日
は

国
会
議
事
堂
へ
向
か
い
参
観
し
、

環
境
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府

大
臣
政
務
官
で
あ
る
、
武
部
代

議
士
の
政
務
官
室
を
表
敬
訪

問
し
、
今
後
の
宗
谷
農
業
に
つ

い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

そ
の
後
農
林
水
産
省
の
生
産

局
畜
産
課
、
新
川
畜
産
経
営
安

定
対
策
室
長
・古
庄
課
長
補
佐
、

畜
産
振
興
課
、
春
名
課
長
補
佐
、

牛
乳
乳
製
品
課
金
澤
課
長
補

佐
、
飼
料
課
、
河
内
野
課
長
補

佐
か
ら
、
酪
農
に
関
す
る
環
境

や
情
勢
、
補
助
事
業
等
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

生
乳
の
需
給
の
推
移
で
は
、

国
内
生
乳
生
産
量
の
減
少
に

よ
り
不
足
傾
向
に
あ
る
が
、
28

年
度
は
、
追
加
輸
入
の
実
施
な

ど
に
よ
り
バ
タ
ー
の
在
庫
量
は

増
加
し
た
が
、
消
費
量
が
増
加

し
た
事
に
よ
り
、
脱
脂
粉
乳
の

在
庫
量
は
減
少
、
29

年
度
（８

月
末
）
の
在
庫
量
は
、
前
年
同

期
に
比
べ
バ
タ
ー
は
増
加
し
、

脱
脂
粉
乳
は
減
少
。
ま
た
、
生

乳
生
産
量
で
い
け
ば
、
29

年
度

（
4

月
～
８
月
）
前
年
同
月
に

比
べ
飲
用
牛
乳
等
は
＋
１
％
、

乳
飲
料
は
▲
４
．
２
％
、
は
っ
酵

乳
は
▲
２
．
４
％
と
飲
用
牛
乳

向
け
は
伸
び
て
い
る
が
、
全
体

的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
る
事
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
関
連
事
業
を
始
め
、
飼

料
生
産
型
酪
農
支
援
事
業
や
後
継
牛

確
保
関
連
事
業
な
ど
の
更
な
る
拡
充

の
為
予
算
要
求
し
て
い
く
旨
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
都
内
観
光
を
行
い
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
９

日
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。



10

月
17

日
、
毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ

宗
谷
南
女
性
部
「経
営
・生
活
・創

意
工
夫
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
天
候
の
悪
い
中
、
来
賓

に
普
及
セ
ン
タ
ー
江
田
次
長
・金

子
普
及
員
、
農
協
よ
り
寺
前
参

事
・西
澤
部
長
を
迎
え
ま
し
た
。

始
め
に
、
奥
出
部
長
の
挨
拶
に

続
き
、
江
田
次
長
よ
り
来
賓
の
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
に
比
べ
出
展
数
が
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
陶
芸
や
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
な
ど
女
性
部
の
皆
様
の
丹

精
の
こ
も
っ
た
作
品
の
見
学
・試

食
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
に
は
奥
出
部
長
に

豚
汁
を
作
っ
て
も
ら
い
、
皆
様
に

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

平成29年12月7～8日に第66回全道ＪＡ青年部大会が

札幌パークホテルで開催され、全道各地の盟友と関係者

約900名が参加し、当青年部からも活動実績を発表する

松田部長を始め5名が参加しました。

大会テーマ「Exciting Innovation 未来への改革」とし、1日

目は、全道ＪＡ青年の主張大会・全道ＪＡ青年部活動実績

発表大会・分科会・懇親会（アームレスリング大会・純農

BOYオーディション）、2日目は、「動画で配信!農の魅力」・

基調講演（タレント壇蜜氏、HBCアナウンサー森結有花氏

を迎えて）・農村ホームステイ事例発表が行われました。

活動実績発表では、ＪＡ宗谷南青年部として合併してから

の、活動実績（看板製作・食育紙芝居・マスコットキャラク

ター作り・農村ホームステイ・結婚祝賀会）、当時の苦労

話をスライドを交えながら、松田部長が熱弁しました。発

表の結果は、優秀賞で、惜しくも最優秀賞に届きませんで

した。



１０月２８日、戸澤靖牧場後継者（風烈布）、慧さん夫妻の結婚披露宴が行われました。

慧さんと妻の奈々瀬さんは、お互いのやさしさと気配り上手なところに惹かれあい交際がスタートし、今年7

月に入籍しました。

奈々瀬さんは、結婚前はＪＡ北オホーツクの職員で、まさか酪農家のお嫁さんになるとは夢にも思ってい

なかったようでしたが、共通の友人を通し知り合って行くうちに、慧さんの人柄に惹かれ、結婚に至った事を

明かしてくれました。今は、搾乳作業が楽しく毎日を過ごしているようです。

慧さんは、結婚を機に規模拡大を視野に入れた将来の事を真剣に考えると共に、子供も３人ほしいなど

将来設計もしっかりと考えるようになったと話してくれました。

11

月
20

日
に
、
青
年
部
と
し
て
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
酪
農
体
験
授
業
が
行
わ
れ
、
青
年
部
か

ら
9

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

音
標
の
今
牧
場
に
て
、
音
標
小
学
校
3

～
6

年
生
を
対
象
と
し
た
牧
場
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
間
近
に
見

た
牛
舎
や
搾
乳
機
器
、
親
牛
・仔
牛
に
大
興
奮
で

し
た
。

小
学
校
に
戻
り
、
松
田
部
長
を
始
め
と
し
た
青

年
部
部
員
が
講
師
と
な
り
、
酪
農
に
つ
い
て
講
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
酪
農
に
対
し
て

の
素
朴
な
疑
問
に
部
員
た
ち
が
丁
寧
に
、
分
か
り

や
す
く
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
校
生
徒
で
行
わ
れ
た
バ
タ
ー
作
り

で
は
、
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
熱
心
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
振

り
、
バ
タ
ー
が
出
来
上
が
る
と
歓
声
を
あ
げ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

青
年
部
食
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
行
わ
れ
た

酪
農
体
験
授
業
は
、
子
供
た
ち
か
ら
「ま
た
体
験

し
て
み
た
い
」
「牛
が
好
き
に
な
っ
た
」
と
の
感
想

を
受
け
、
今
後
に
つ
な
が
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

今牧場の今尚春さん

酪農講習の様子

バター作りでは、皆楽しそうでした。



朝
晩
冷
え
込
む
よ
う
に
な

り
、
日
中
気
温
が
上
が
ら
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
が
深
ま

る
に
つ
れ
、
消
毒
槽
が
雪
に
埋

没
し
て
い
た
り
、
気
温
が
氷
点

下
に
な
る
と
、
消
毒
液
が
凍
結

し
て
し
ま
い
ま
す
。

消
毒
液
が
凍
結
す
る
と
十

分
な
消
毒
効
果
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
冬
場
に
お
い
て
も

効
果
的
な
消
毒
を
行
い
、
疾
病

の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
消

毒
方
法
の
工
夫
の
事
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
の
で
、
参
考
と
し

て
く
だ
さ
い
。

□
凍
結
防
止
剤
の
使
用

消
毒
薬
の
凍
結
防
止
に
凍
結

防
止
剤
の
冬
用
ウ
イ
ン
ド

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
や
食
品
添
加

物
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
プ
ロ
ピ

レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
で
消
毒
液
を

希
釈
す
る
こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ス

2
0
度
の
環
境
下
で
も
4
8
時

間
以
上
凍
結
防
止
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
凍
結
防
止
剤
で
は
、

ｐ
H
等
へ
影
響
し
、
消
毒
効
果
が

期
待
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ッ

シ
ャ
ー
液
の
主
成
分
は
メ
タ
ノ
ー

ル
の
た
め
引
火
性
、
揮
発
性
が
あ

る
た
め
、
同
量
の
水
と
混
ぜ
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
消
石
灰
の
使
用

冬
季
の
屋
外
に
消
石
灰

を
散
布
し
、
p
H
の
推
移

を
測
定
し
た
試
験
で
は
、

散
布
4
0
日
後
で
も
散
布

時
と
同
等
の
強
ア
ル
カ
リ

性
を
維
持
し
て
い
る
と
の

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

乾
燥
し
た
場
所
で
使
用

す
る
と
一
週
間
以
上
効
果

は
持
続
す
る
が
、
濡
れ
た

後
乾
燥
す
る
と
ｐ
H
は
低

下
し
消
毒
効
果
が
薄
れ
ま

す
の
で
、
除
雪
後
散
布
し
、

定
期
的
な
追
加
散
布
で
効

果
が
持
続
し
ま
す
。

ま
た
冬
場

、
踏
込
み

消
毒
槽
に
使
用
し
て
も
良

い
で
す
。

踏
込
み
消
毒
槽
は
汚
れ
な

ど
有
機
物
が
混
入
す
る
と
、

効
果
が
低
下
し
て
し
ま
う
の

で
、
長
靴
を
洗
浄
し
て
汚
れ

を
落
と
し
て
か
ら
使
用
し
ま

す
。ブ

ラ
シ
な
ど
を
用
意
し
て

く
れ
て
い
る
と
非
常
に
助
か

り
ま
す
。

冬
場
で
も
各
農
場
で
の
衛

生
管
理
を
徹
底
し
て
、
伝
染

病
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

参
考家

畜
保
健
所

広
報
誌

家
畜
衛
生
情
報

冬
季
の
消
毒
に
つ
い
て

□
消
毒
槽
は
屋
内
に

屋
外
に
踏
込
み
消
毒
槽
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
凍
結
や
積
雪

に
よ
り
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
冬
場
は

畜
舎
内
に
設
置
す
る
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
場
の
環
境
下
で
工
夫

し
、
伝
染
病
の
侵
入
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。



Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的

な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広

報
誌
「す
ま
い
る
」を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年

３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・健
康
情

報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

10

月
よ
り
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共
済

の
ロ
ゴ
入
り
反
射
材
付
き
帽
子
５
万
個
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
夜
間
で
も
運
転
者
が
歩
行
者

を
視
認
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
道

Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
順
次
配
布
し
、
交
通
事
故
未
然

防
止
と
根
絶
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
や
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
貢

献
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

北
海
道
の
味
覚
を

一
堂

に
集
め
た
毎
年
恒
例
秋
の

イ
ベ
ン
ト
「２
０
１
７
第

46

回
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」を

札
幌
三
越
本
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

生
産
者
の
方
の
営
農
へ
の
こ
だ
わ
り
を
消
費
者
に
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
消
費
者
の
方
が
ど
ん
な
こ
と

を
生
産
者
に
望
ん
で
い
る
か
を
知
り
あ
う
場
と
し
て
、

交
流
イ
ベ
ン
ト
「食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」を
開
催
。

Ｊ
Ａ
道
青
協
、
Ｊ
Ａ
道
女
性
協
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協

力
も
あ
り
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
家
族
や
周
囲
の
人
へ
伝
え
た

い
こ
と
を
書
き
残
す
「エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
初
開
催
し
ま
し
た
。

（10
月
・札
幌
市
）

行
政
書
士
の
山
根
氏
が
相
続

・遺
言
の
仕
組
み
等
を
解
説
後

「エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺

言
書
を
作
る
準
備
に
も
な
る
」

と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「い
ま
か
ら
帳
」

の
書
き
方
を
紹
介
し
活
用
を
呼
び
か
け
、
「大
変
参
考

に
な
っ
た
」等
、
参
加
者
に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

【北
大
と
の
連
携
協
定
を
締
結
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
大
学
は
、
食

と
農
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野
の
科
学
技
術
・

学
術
及
び
産
業
の
振
興
、
教
育
の
発
展
を
目
的

と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

農
業
・農
村
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対
応

す
る
べ
く
、
北
海
道
大
学
と
共
に
、
先
端
技
術
を

活
用
し
た
農
業
生
産
、
道
産
農
畜
産
物
の
価
値

創
出
、
地
域

社
会
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
の
面
で
連
携
・協
力

関
係
を
築
き
な
が
ら｢

力

強
い
農
業｣

と｢

豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村｣

の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。



厳寒期になると、エネルギー要求量は増

加します。また、牛体が汚れていると要求量

はさらに増加します。

栄養不足は免疫力の低下を招き乳房炎を

発症しやすくなります、牛体の衛生に心掛

けると同時に、乳成分を確認したうえで適正

な栄養管理をしましょう。

外気温が下がる秋以降に、菌数が上昇する

場合、ボイラ―の能力不足による洗浄不良が

疑われます。洗浄水温（開始７０℃、終了４

０℃）の確認をしてみましょう。

寒さ対策の為に畜舎を閉め切ると、湿気がこ

もり牛床が常にぬれた状態になり細菌数が上

昇します。冬期間でも適正な換気に努めましょ

う。

牛舎内で牛を飼養するには、２４時間連続し

て換気がされているのが理想です。

夏期間の換気は暑熱対策、冬期間は除湿対

策を主目的とします。牛と人にとって、換気レ

ベルが高いことで健康や生産性が改善されま

す。今一度、冬の換気について考えてみましょ

う。

表 1 乳牛１頭あたりの換気必要量              /時 

     牛の種類     夏 春・秋 冬 

仔 牛  （ 0 ～  2 ヵ月） 

育成牛  （ 2 ～ 12 ヵ月） 

     （12 ～ 24 ヵ月） 

成 牛  （630ｋｇ） 

170 

221 

306 

798 

85 

100 

136 

289 

25 

34 

51 

85 

表 2 ホルスタイン乳牛の 

水分生産量   ｋｇ/日 

気温 水分生産量 

－1℃ 

10℃ 

26℃ 

  11 

  14 

  25 

表 3 乳牛の年齢と乳期別の環境限界温度の上限と下限 

    牛の種類     下限   上限  

仔 牛  （哺乳期） 

育成牛  （体重 50～200ｋｇ） 

乾乳期   

泌乳期  （最盛期） 

  13 

  -5 

 -14 

 -25 

 26 

 26 

 25 

 25 

牛の月齢別の換気必要量を表１に示しました。冬の換気は夏の１/６～１/１０程度で十分です。

また、成牛の１日の水分生産量は氷点下でも１１ｋｇあり、５０頭牛舎では１日当たり５５０ｋｇの水分が発生しま

す（表２）。もし、冬期間に牛舎を閉め切って換気を怠ると、牛舎内は過湿状態となり飼養環境が悪化しますので、

冬期間の換気は夏の１/１０程度の換気量で、可能な限り牛舎の上部の空気を静かに外に排出するようにしま

しょう。（上部の空気は水分を含んで汚れています）



今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
、
毎
日
の
作
業
の
他
除
雪
作
業
が

加
わ
り
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
道
内

で
は
、
局
地
的
な
暴
風
雪
の
発
生
や
最
深
積
雪
の
更
新
な
ど
、

厳
し
い
気
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
集
乳
ロ
ー

リ
ー
の
運
行
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
こ
数
年
、
畜
舎
や
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
に
お
い
て

は
、
全
壊
や
半
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
に
限
ら
ず
、
こ
ま
め
に
屋
根
の
雪
下
ろ

し
を
行
う
な
ど
対
策
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
作
業
を
行
う
際

は
、
必
ず
家
族
な
ど
に
伝
え
て
か
ら
行
う
事
や
、
で
き
れ
ば
二

人
以
上
で
作
業
す
る
な
ど
、
万
が

一
の
事
故
を
考
え
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

他
に
も
暴
風
雪
時
に
は
、
停
電
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
発

電
機
な
ど
の
停
電
対
策
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
停

電
で
使
用
不
能
と
な
る
設
備
を
確
認
し
、
通
電
の
優
先
順
位
を

決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
最
新
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
の
準
備
、
安
全

な
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

枝
幸
町
を
昔
か
ら
支
え
続
け
る

「

ひ
と
」

「産
業
」

「自
然
」
に
焦
点

を
当
て
、
枝
幸
町
の
魅
力
に
深
く
迫

り
、

「旬
」
な
情
報
を
発
信
す
る
と

い
う
目
的
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
11
月

17
日
よ
り
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
１
回
目
の
記
事
と
し
て
宗
谷
南

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
伊
藤
胡

桃
さ
ん
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
酪
農
業
に
つ
い
て
ど
ん

ど
ん
取
材
し
て
行
き
、
酪
農
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。毎

週
木
曜
日
に
更
新
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ＵＲＬ：http://portal.esashi.jp/wp/

←ＱＲコードはこちらです。

ウェブサイト「枝幸の常日頃」トップページ

第１回目の記事として、宗谷南酪農ヘルパー利

用組合の伊藤胡桃さんの記事が掲載されており

ます！

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

枝幸町の「ひと」「産業」「自然」に

焦点を当てたWEBサイトの紹介


